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ʮ੡࡞˰ృ૷·ͰҰ؏ड஫ʯ΋ͷͮ͘Γۀاͷ )"N"#*4)*
ۀ޻ݚձࣾՖඛృ૷ٕࣜג

τϐοΫε

ʲձࣾԊֵʳ
1943 年 দԬ૊として૑ۀ
 Ѵ化成ۀ޻（株）のࢦ定ऀۀೝ定
1952 年 Ֆ菱ݐ設（株）に社名変更
1976 年 ԆԬ鉄ஂ޻地内に޻場ݐ設
1983 年 （株）Ֆ菱塗装技研ۀ޻に社名変更（ࣸਅ̍）
1990 年 新෋ࢧళ޻場ݐ設（ࣸਅ̎）
 合ห会社（株）ώーテック設ཱ
1992 年 （有）Ֆ菱ਫ਼板ۀ޻設ཱ（ࣸਅ̏）
2005 年 新෋޻場コンベア塗装ライン新設
 ※ࣗಈंۀ࢈参ೖ
2008 年 （有）Ֆ菱ਫ਼板ۀ޻新޻場ݐ設
2010 年 ISO9001 ೝূऔ得
2011 年 新෋޻場スピンドル塗装ライン新設
2015 年 ISO14001 ೝূऔ得

 ຊ社޻場コンベア塗装ライン新設 2018 年ਫ਼
板޻場アマダ製レーザーෳ合機ಋೖ

2019 年 特定ݐ設ڐۀ可औ得
　まだ第ೋੈ࣍ք大ઓのਅっ୞中である 1943 年に、
地域の޻場群をఢのരܸ機からのカϞフラージϡ目的
としてタールで塗装するという仕ࣄを生ۀとして૑ۀ
し、今日まで૑ཱ 77 年をܴえております。現在では、
૑ۀ当時からの一般的なݐங物や鋼構造物塗装はもと
より、ຊ社・ࢧళ޻場では、金属焼付塗装、粉体塗装、
フッ素コーティング、スクリーンҹ࡮、ࣗಈं内外装
部品塗装をߦい、グループ会社である（有）Ֆ菱ਫ਼板
な࡞ᝑ体૊ཱ、機ց装ஔ製、޻では、ਫ਼ີ板金加ۀ޻
どをߦうことにより、製࡞から塗装までを一؏してड
注製࡞できる、ものͮくりを得意とするۀاでありま
す。またۙ年では、医療器具の։発にもऔり૊んでお
り、大手ࣄ຿器メーカーなどとの共同։発もੵۃ的に
。っていますߦ

ʲۀࣄ಺༰ ʢrࣸਅ̐ʙ ��ʣ

ࣸਅ̎

ࣸਅ̏

ࣸਅ̍

ࣸਅ̒　߯ߏ଄෺ృ૷ʢϒϥετॲཧʣ

ࣸਅ̑　߯ߏ଄෺ృ૷ʢڮྊృ૷ࣄ޻ʣ

ࣸਅ̐　߯ߏ଄෺ృ૷ʢԎಥృ૷ࣄ޻ʣ
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ʲۀࣄͷมભʳ
　第一期（૑ۀ期 1943 年～）：๯಄でਃしましたとお
り、ઓ時中に地域の޻場群をఢ機からのカϞフラー
ジϡ目的としてタールで塗装するなど、一般的なݐங
物ならͼに鋼構造物を中৺に塗装をߦうݐ設ۀ的な޻
。を੥けෛっていたࣄ
　第ೋ期（1970 年～）：θネコンの塗装ࣄ޻を੥けෛ
うなど、ݐ設現場は۝भ各地へと広がっていくなか、
๭大手ۀاの޻場内に常றし、金属・鋳物製品の研ຏ
ࣄ塗装の૑成期となる仕ۀ޻、うなどߦや塗装をۀ࡞
を࢝める。
　第三期（1976 年～）：街中の޻場पลにॅ୐がཱͪ
ฒͼ、多くの޻場が߫外へのҠసを༨ّなくされると
同時にஂۀ޻地が造成され、その一֯にຊ格的な塗装
設し、金属・鋳物製品の溶剤およͼ粉体塗装ݐ場を޻
を։࢝する。
　第࢛期（1983 年～）：鉄ஂ޻地にҠసしたことによ
り、ۀ޻系のۀاとのऔ引も׆発になり、鉄ࠎや金属
製品のड注が多くなったことから屋内ブラストࣨを新
設。また、同時期にஂ地内のۀاから๭ࣗಈंメーカー
の１࣍サプライヤーを紹介され、金属部品の焼付塗装
を։࢝する。
　第ޒ期（1990 年～）：ࣗಈं部品の塗装を࢝めたこ

ࣸਅ̓　ۚଐম෇ృ૷

ࣸਅ ��　ࣗಈंؔ࿈෦඼ృ૷

ࣸਅ̔　ਫ਼ີ൘ۚՃ޻

ࣸਅ̕　คମృ૷

ࣸਅ ޻ցՃػ　�0

ࣸਅ ��　ϑοૉコーティング

ࣸਅ ց૷ஔػ　�2

ࣸਅ �3　εΫϦーンҹ࡮

ࣸਅ ��　ҩྍث۩։ൃ
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とから、金属製品の加޻もߦわないかとのお༠いを
डけたが、༌ૹコストの問題もあったため、１࣍サ
プライヤーのྡொである新෋ொの༠கۀاとして໿ 
20
000 m2 の౔地をऔ得し、新たにࢧళ޻場を設ཱ。
同年に、෱Ԭのۀاと合หで金属熱処理をߦう（株）
ώーテックを設ཱ。さらにཌ年には、塗装の前޻ఔか
らऔり૊もうとタレットパンチプレス機、ベンディン
グマシーンを࢝めとする板金加޻機器をಋೖし、（有）
Ֆ菱ਫ਼板ۀ޻を設ཱ。
　第࿡期（1998 年～）：๭カメラメーカーとのऔ引が
わࢥかっていくかと޲まるなど、ॱ調に拡大路線に࢝
れたものの、品質の࡞りࠐみがऑく、؅理ऀڭ育も不
଍していたことから࡞れば࡞るだけ赤ࣈが๲らんでい
くෛの連࠯にؕり、設備౤ࢿの࠴຿が大きく৳しֻ
かっていた҉ࠇ時代。
　第ࣣ期（2005 年～）：１࣍サプライヤーが設備の࿝
化により金属塗装からఫୀするとの৘ใを得たたٺ
め、新たに金属塗装ラインを新設しड注に成ޭ。こ
れをܖ機にࣗಈंۀ࢈にຊ格参ೖする。１࣍サプライ
ヤーからのڧ力なࢧԉもあり、品質も҆定したことか
ら、他メーカーのサプライヤーからも樹脂製品のड注
を֫得。
　第ീ期（2011 年～）：ฐ社でॳめてとなるロϘット
でのスピンドル塗装ラインのಋೖ、ຊ社޻場では࿝ٺ
化していた設備のほ΅શてを一新、またਫ਼板޻場にお
いても最新設備をੵۃ的にಋೖするなどして、生࢈効
率およͼ良品率をඈ༂的に޲上させる。このࠒから、
生࢈が増えていく一方で人ݮޱ少にともなう人材不଍
がਂࠁとなってきたため、海外からの人材のडけೖれ
を࢝める。社һ数、売上げともにաڈ最大となる。

ʲۀࣄঝܧʳ
ᶃۀࣄՈਫ਼ਆのૅ
　̑人࢞ఋの̐൪目の長உとしてݝ࡚ٶԆԬ市に生を
डけ、時には࢞にいじめられながら、時にはその分を
ఋにฦしながら、૆෕฼、྆親とともに大Ո଒の中で
ᎍまれながら育ͪました。
　現会長である෕は、ݩ々はฐ社の従ۀһとして働い
ていましたが、ࢲが̑ࡀになるこΖに脱サラして、ア
パート経Ӧとスーパー経Ӧを࢝めました。商࠽があっ
たのか、̑人の子供がおෲを空かせないようにした
かったのかは分かりませんが、２߸ళまでΦープンし
たおళはൟ੝し、໷஗くまでӦۀをしていました。小
ֶ生になるࠒには、ఋとೋ人でよく市場に連れてߦっ
てもらい、おళでは商品を୨にฒべたりย付けを手
఻ったり、時にはレジଧͪの手఻いなどもしておりま
した。
　いつからか、෕はまた会社へߦくようになり、スー
パーを੾り੝りしていた฼の手఻いをしていた時に理
༝をฉいてみると、会社の経Ӧがࢥわしくなく、෕に
໭ってもらって経Ӧをཱて直してほしいとݴわれてい
るとのことでした。ઌ代の方も体調を่されていたと
のことで、1980 年ࠒから෕が̏代目の社長として会
社に໭ることになりました。それからというもの、෕
は会社のཱて直しのためほとんどՈのことができず、

がଓ׆ఋがަ代で฼の手఻いをするという生࢞たͪࢲ
きました。஗くまで働く෕と฼をݟて、当時はかなり
生׆が苦しかったのではないかとࢥいます。あとから
ฉいたとこΖ、会社にはかなりのֹのෛ࠴があり、そ
のෛ࠴を含んでの代දब೚であったため相当苦࿑をし
たとのことで、そのせいか෕は代දब೚後２年ほどで
。ったこともありましたױを؞
　しかし、このような༮少期をաごせたことが、ࢲに
とってのۀࣄをӦΉऀとしてのૅجになっていること
はݴうまでもありません。

ᶄެ຿һから中小ۀا社һへのస਎
　高ߍ、大ֶでの知ࣝをもとに、ԆԬ市໾ॴೖி後は
౔໦課˰下水ಓ課˰۠画整理課৬һとして、地域のイ
ンフラ整備にܞわっておりました。ೖி 10 年をա͗
たࠒ、෕から会社の決ࢉॻを時間があるときにでもݟ
ておくようにと手౉されました。当વ、決ࢉॻなどݟ
たこともなく、中਎はさっͺり分からなかったのです
が、利ӹは出ておらず赤ࣈだということだけはす͙に
ࢉてऔれました。それからは、人にฉくなどして決ݟ
ॻのݟ方を֮え、Կが悪くて赤ࣈになっているのかඞ
຿内༰についてۀ因を୳していました。会社のݪにࢮ
は、ֶ生時代にఋとೋ人でよくアルバイトをさせても
らっていたこともあったため、どのۀࣄ部が良くてど
のۀࣄ部が悪いのか、おおよそ೺Ѳすることができま
した。そして、これだけのお客様と売上げがあるのに、
なͥ赤ࣈになるのかٯに不ٞࢥにࢥっていました。
　その後、決ࢉॻを手౉されるのも̏期目になったࠒ、
෕からまた؞がݟつかったとݴわれました。当時、෕
も 65 をࢥ意͙ܧまだまだआೖ金もあるため後を、ࡀ
持った社һもいない。෕が体をுってここまで成長さ
せてきた会社だ。お客様と売上げもある。ࣗ分がやる
しかない。࠺に相ஊして、ࢥい੾ってެ຿һという҆
定生׆をࣺて、会社にೖることを決அしました。
※会長は現在 80 。そのものです߁݈、現໾ࡀ

ᶅ会社の意ࣝվֵ
　ೖ社してす͙に、不採ࢉ部໳である新෋ࢧళ޻場に
配属してもらいました。޻場は૟আがߦきಧいておら
ず、時間もルーズなײじがඬっており、決ࢉॻの数ࣈ
がそのまま出ているようなڥ؀でした。塗装の知ࣝ
がશくないࢲは、෕のקめもあり๛ڮの઒੢塗装様で
̐ϲ月ほどษڧさせていただきました。઒੢塗装様で
は、塗装ラインでの前処理޻ఔから検ࠪ޻ఔまで各޻
ఔを経験させていただくとともに、塗装の考え方から
塗装設備の在り方、またࣗ社で実際にߦっている不良
対策まで、様々なことをڭえていただきました。Կの
経験もないࢲに対し、ຊ当に親਎になって઀していた
だきましたこと、վめてこの場をおआりしてྱޚਃし
上げます。
　研म期間もऴわり、いよいよֶんできたことを実ફ
する時がやってきました。まずは時間のルーズさから
無くそうと、ࣗ୐から新෋޻場までは当時ंで 90 分
ほどかかるڑ離でしたが、ຖே 5：30 にࣗ୐を出発し、
7：00 に出社して社һを出ܴえました。࣍第に時間が
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कられるようになってくる社һに対して、࣍にߦった
のは決ࢉॻの։示とݪՁ؅理のษڧ会でした。なͥ給
料が上がらないのか、なͥ৆与が少ないのか、どうし
たら皆がຬ଍のいく会社になるのかをશһで࿩しまし
た。考え方に反発してࣙめた社һもいましたが、࢒っ
てくれた社һの目の色が日々変わっていきました。
　不良品を出さない、࡞らない仕૊みを࡞って、日々
શһでܧଓしていくという大変な仕ࣄをやってこそ、
社һとそのՈ଒શһが幸せになれるということが、ま
だまだ଍りてはいませんが、ようやく社内にਁಁして
きたようにײじています。

ᶆこれからの HANA#ISHI
　昨年຤からのコロナウィルスのײછ拡大により、ど
のۀքにも影響が出ており、ฐ社でもશ体で２割ఔ度
の落ͪࠐみをࠐݟんでいます。そのようななか、૑ۀ
当時からଓくݐ設ۀでのड注によって、比ֱ的影響を
抑えられています。一つのۀք、一つのお客様にґଘ
していると、相手が落ͪࠐんでしまったときにࣗ社で
はどうすることもできません。これまでઌ代ୡがकっ
てきた塗装という技術をさらに成長させるとともに、
新しい分໺にもੵۃ的にऔり૊み、ܠ気にࠨӈされな
いபをԿຊでもཱͪ上げていくことが、経Ӧऀに求め
られていることだとࢥっています。डけܧいだۀࣄՈ
ਫ਼ਆをࣦわず、これからも地域社会とともに発లして
いける HANA#ISHI となるようᬏਐしていきます。

೥ͷ݄̏ʹਓੜॳͷϗーϧΠンϫンΛୡ੒ʂࠓ
ʢ6., ΧンτϦーΫϥϒ �)ʣ

ʲࣗݾ঺հʳ
さて、今回ࣥචの機会をいただきましたฐ社̐代目の
代දऔక໾でありますࢲのご紹介をさせていただきま
す。
名：Ҵా݈（いなだたけし）ࢯ
生年月日：1969 年 10 月 25 日（50 （ࡀ
Ո଒構成：࠺、長ঁ、長உ、ঁ࣍（̑人Ո଒）
झຯ：テニス、ΰルフ
経ྺ：
　平成 4 年 ۝भۀ࢈大ֶֶ޻部౔໦ֶ޻Պଔ
　平成 4 年 ԆԬ市໾ॴೖி
　平成 17 年 株式会社Ֆ菱塗装技研ۀ޻ೖ社
　平成 20 年 代දऔక໾ब೚
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คମృྉʮχογンパウダーʯ
ൃ๐཈੍༹ӷܕϓϥΠϚーʰ'' ϓϥΠϚー 2,ʱh χογンόΠンダー ��0ʱ

ాத　༔थɺޙ౻　঵࢘ �

　当社は粉体塗料をご使用頂く皆様の利便性を第一
に、カラーカード製品をはじめとしてお客様のニーズ
に対応する製品を販売しておりますが、今回は機能性
粉体塗料や粉体塗装時のお困りごとを解決する関連製
品についてもご紹介します。

̍ɽػೳੑคମృྉ
1）抗菌粉体塗料
　抗菌粉体塗料は医療用ベッド、便座、医療用照明機
器、保冷ケース、護美箱（ごみ箱）など幅広い用途に
使用されています。細菌による悪影響は、一定量を超
えて大量に増殖した場合に起きるのがほとんどのた
め、抗菌塗装によって細菌の増殖を抑えて人への影響
を小さくできます。抗菌粉体塗料には、高い焼付温度
に耐えて経時での変色の少ない無機系の薬剤が採用さ
れており、主に O-157 など大腸菌や黄色ブドウ球菌な
どの細菌に効果を有するものです。ウィズコロナの時
代、被塗物には洗浄・消毒・滅菌などに耐える優れた
耐薬品性と、素材を保護する耐食性が求められていま
す。当社では意匠面でもパール調など、お客様のご要
望に沿った塗料を設計供給しています。ද̍に抗菌試

験結果を示します。
2）高日射反射粉体塗料「SUN シェード」
　高日射反射率塗料は太陽光に含まれる赤外領域の光
を高いレベルで反射することにより、被塗物の温度上
昇を抑えることができる機能性塗料の一つであり、一
般的には遮熱塗料と呼ばれることもあります。SUN
シェードは JIS Ｋ 5675 屋根用高日射反射率塗料に定
められた規格値を超える高い反射率を実現しており、
温度上昇の要因となる赤外線を効率よく反射します。
ਤ̍に高日射反射粉体塗料塗装製品の温度測定結果を
示します。耐候性に優れたポリエステル樹脂系粉体塗
料で、既に遊具・体育機器、配電盤などに使用されて
います。
3）ポリエステル樹脂系粉体塗料「777（トリプルセブン）」
　777 はブロックイソシアネート硬化系や HAA 硬化
系の不具合を解消した塗料です。焼付時にヤニが発生
せず、低温硬化（160℃× 20 分）が可能で耐熱黄変性
に優れています。HAA 硬化系の苦手であった燐酸鉄
処理への付着性や耐アルカリ性にも優れており、ブ
ロックイソシアネート系に比べてエッジカバー性も良
好です。777 の性能特性チャートをਤ̎に示します。

*　久保孝ペイント株式会社　研究技術部

զࣾͷคମృྉͱ͓໾ཱͪ੡඼

ද̍　݁ݧࢼە߅Ռʢ2�ˆ௚઀ృ෍๏ʣ

試験菌 試験名
生菌数（個）

試験直後 6 時間後 24 時間後

黄色ブドウ球菌
空試験 5.18 × 10⁴ 4.50 × 10⁴ 2.94 × 10⁴
抗菌粉体塗料 5.18 × 10⁴ 1.64 × 10⁴ 100 以下

大腸菌
空試験 3.32 × 10⁴ 2.68 × 10⁴ 3.82 × 10⁴
抗菌粉体塗料 3.32 × 10⁴ 1.08 × 10⁴ 100 以下

ਤ̍　ߴ೔ࣹ൓ࣹคମృ૷੡඼ͷԹ౓ଌఆ݁Ռ
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ਤ̎　��� คମృྉͷੑೳಛੑνϟーτ

実暴露試験でも優れた耐候性を有しており、新たな屋
外用塗料としても期待されています。
4）プライマー用粉体塗料
　粉体塗装の優れた耐食性を得るために当社では粉体
プライマーについても注力しています。プライマー用
粉体塗料としてはエポキシポリエステル系の「エポプ
ライマー」や重防食に適したエポキシ樹脂粉体塗料「ジ
ンクパウダー」があります。特にシリーズ商品である

「ジンクパウダー HL」は、『塗装面をより平滑に仕上
げられる塗料』に対するニーズに対応した塗料で、溶
融粘度を調整することにより従来の防食粉体塗料の課
題であった平滑仕上げを実現したものとなっていま
す。ද̎にエポプライマーの塗膜性能を、ਤ̏にジン
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試験素材 SPCC アルミ板（A5052P） ステンレス 備　考
前処理方法 リン酸亜鉛 溶剤脱脂 溶剤脱脂 試験方法、等
塗膜厚 50 ～ 70 μm
焼付条件 180℃× 15 分
上塗条件 （塗料）ニッシンパウダー PE ホワイト

（膜厚）50 ～ 70 μm
（焼付）180℃× 15 分 熱風炉（被塗物温度）

付着性 分類 0（100/100） 分類 0（100/100） 分類 0（100/100） JIS K5600-5-6　1mm ｰ 100 個
耐カッピング性 5 mm 以上 5 mm 以上 5 mm 以上 JIS K5600-5-2 押出し
耐おもり落下性 30 cm 以上 30 cm 以上 30 cm 以上 JIS K5600-5-3 1/2" φ、500g
鏡面光沢度 85 以上 85 以上 85 以上 JIS K5600-4-7 60 度鏡面光沢値
引っかき硬度 H H H JIS K5600-5-4 三菱硬度“ユニ”
耐酸性 良　好 良　好 良　好 JIS K5600-6-1-7 5%H2SO4、240 時間
耐アルカリ性 良　好 良　好 良　好 JIS K5600-6-1-7 5%NaOH、240 時間
耐溶剤性 良　好 良　好 良　好 JIS K5600-6-1-7 キシロール、200 時間
耐湿性 良　好 良　好 良　好 JIS K5600-7-2 50℃、98％ RH、400 時間
耐中性塩水噴霧性 0 ～ 1 mm 3 mm 以内 3 mm 以内 JIS K5600-7-1 400 時間カット部剥離幅
※試験素材厚：0.8 mm
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クパウダー HL の外観を示します。共に配電盤や海浜
地域の各種構造物、ガードレール、街路灯など、幅広
く使用されています。
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　１ケース（15 kg）からの即納対応を実施している
常備在庫色の「粉体カラーカード」製品（ਤ̐参照）
は、昨年 11 月に配電盤の人気色とカラーユニバーサ
ルデザインに対応した色を追加して 208 色に拡充しま
した。また、カラーカード製品の中には配電盤色の
SUN シェードや照明器具の反射板に最適な高反射率
を実現したホワイトの 777 なども含まれており、お客
様のご要望にお応えするように努めています。
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　粉体塗装製品の素材には鋼板や亜鉛メッキ鋼板、ア
ルミ合金やステンレスなどの他にも、ダイキャストや
鋳物などの成型金属や亜鉛やアルミ等の溶射処理を施
した素材なども使用されています。亜鉛の目付量の多
い素材や鋳物素材などには空隙や巣穴などもあり、粉
体塗装した場合には素材起因の発泡が生じやすいこと
が知られています。これらの素材の発泡緩和対策とし
ては、塗装時にあらかじめ素材を粉体塗料の焼付温度
以上の高温で空焼きすることが多いですが、手間の割
には十分な効果が得られないのが現状です。当社では
多孔質金属からの発泡要因と抑制方法を鋭意検討し、
粉体塗装時の発泡抑制プライマーとして２液エポキシ
樹脂系プライマー『FF プライマー 2K』を販売して
ミシンなどの鋳物製品でご好評を頂いています。更に
昨年には、同等の発泡抑制効果を有する粉体塗料と相
性抜群の万能プライマーとして１液焼付型高分子エポ
キシ樹脂系プライマー「ニッシンバインダー 140」を
上市しました。
1）FF プライマー 2K
　高温焼付乾燥時の素材起因による発泡を大幅に抑制
する２液特殊エポキシ樹脂系プライマー。塗料に配合
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試験素材※
リン酸亜鉛
処理鋼板

電気亜鉛メッキ
鋼板（SECC）

亜鉛溶射鋼板
鋳造アルミ AC4C

（クロメート処理）
備　考

塗膜厚 30 ～ 35 μm
80℃× 30 分乾燥条件

上塗条件
（塗料）ニッシンパウダー PE ホワイト
（膜厚）50 ～ 70 μm
（焼付）180℃× 15 分 熱風炉（被塗物温度）

付着性 分類 0 分類 0 分類 0 分類 0 JIS K5600-5-6
耐カッピング性 5 mm 以上 5 mm 以上 － － JIS K5600-5-2 押出し
耐おもり落下性 30 cm 以上 30 cm 以上 － － JIS K5600-5-3 1/2"φ、500 g

耐湿性
外観 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし JIS K5600-7-2 50℃、98％ RH、

500 時間付着性 分類 0 分類 0 分類 0 分類 0
耐中性塩水噴霧性 0 mm 0 mm 0 mm 0 mm JIS K5600-7-1 500 時間カット部剥離幅
※試験素材厚：0.8 mm
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試験素材※
リン酸亜鉛
処理鋼板

電気亜鉛メッキ鋼
板（SECC）

亜鉛溶射鋼板
鋳造アルミ AC4C

（クロメート処理）
備　考

塗膜厚 20 ～ 25 μm
乾燥条件 140℃× 20 分

上塗条件
（塗料）ニッシンパウダー PE ホワイト
（膜厚）50 ～ 70 μm
（焼付）180℃× 15 分 熱風炉（被塗物温度）

付着性 分類 0 分類 0 分類 0 分類 0 JIS K5600-5-6
耐カッピング性 1.5 mm 1.0 mm － － JIS K5600-5-2 押出し
耐おもり落下性 30 cm 以上 30 cm 以上 － － JIS K5600-5-3 1/2"φ、500 g
耐湿性 外観 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし JIS K5600-7-2 50℃、98％ RH、

500 時間
付着性 分類 0 分類 0 分類 0 分類 0

耐中性塩水噴霧性 0 mm 0 mm 0 mm 0 mm JIS K5600-7-1 500 時間カット部剥離幅
※試験素材厚：0.8 mm



21

パウダーコーティング　Vol.20 No. 3

ਤ̑　ѥԖ༹ࣹ߯൘Ͱͷృບ֎؍ൺֱʢʷ �00 ֦େࣸ࡯؍ਅʣ

されている親水性を持つ特殊成分の働きにより細孔内
の水分を捕捉し、粉体焼付時に拡散放出させ、更に顔
料の配合バランスを調整することにより、水分と気泡
を抜けやすくしたもので、画期的な発泡抑制を実現し
ました。２液タイプでありながら希釈後12時間（20℃）
と可使時間が長く、各種金属、各種上塗に幅広く適用
でき、粉体塗装の下塗りにも好適な塗料です。
2）ニッシンバインダー 140
　粉体塗料と相性抜群の 1 液焼付型高分子エポキシ樹
脂系の万能プライマー。FF プライマー 2 Ｋで好評の
発泡抑制機能を付与し、素材に起因する焼付時の発泡
を大幅に抑制すると共に、5052 系や ADC12 などのア
ルミ材、SUS304・430 などのステンレス他、亜鉛メッ

キ鋼板や亜鉛溶射板など様々な素材への適用が可能で
す。標準焼付条件は 140℃× 20 分、標準膜厚 15 ～ 25 
μm。発泡抑制効果は２コート２ベークが望ましいが、
粉体塗料と２コート１ベークも可能で、その際はセッ
ト 5 分以上、膜厚 20 μm 以下を推奨しています。
　それぞれの塗膜性能をද̏ɺ̐に、発泡抑制効果を
ਤ̑に示します。
　当社では粉体塗装に使用可能な「焼付用ポリパテ」
をはじめ、スチレンフリーパテも検討するなど粉体塗
装関連製品の充実に努めています。パテについてお困
りの方もお問い合わせ頂けましたら幸いです。詳しく
は当社ホームページ（http://www.kuboko.co.jp/）を
ご覧ください。
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東京営業一課：03-3278-4800 北関東営業所：028-662-7641 大阪営業所：06-6386-6132 九州営業所：093-631-7464
東京営業二課：03-3278-4562 名古屋営業所：052-823-1751 北陸出張所：0766-26-5131

ｸﾗｳﾄﾞ管理

予防保全可
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